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ツグミのねぐら入り行動とねぐら入りをうながす要因

平野小二朗’

はじめに

畑や水田などの平地で採食しているツグミは，山地をねぐらとし，早朝と夕方に採食地

とねぐらとのあいだを集団で移動することが知られている（中村・行田1984)．長野県須

坂市においてもこの行動が観察される．著者はツグミのねぐら入り行動にかかわる環境要

因を明らかにするために，ツグミのねぐら入りを観察した．その過程で，日没時刻が遅く

なるにつれてねぐら入りの時刻もおそくなるので，ツグミがねぐら入りをはじめる基準は，

照度あるいは照度変化率，または日没時刻が重要な要素ではないかと考え，これらを中心

に検討した．

調査地および調査方法

調査地は長野県須坂市の東部に位置する，鮎川と百々川にはさまれた扇状地である．観

察区域内は，ほとんどリンゴとブドウの果樹園で，なかに面積4,200,2ほどの雑木林があ

る．1991年11月から12月まで予備調査を，1992年１月１２日から４月30日のあいだに本調査

を行なった．観察は日没の２時間前から調査区域内のすべての個体がねぐらに飛び立つま

での時間帯に，合計76日間行なった．その期間中，ねぐら入りの飛期のはじまる時刻，照

度，個体数，集団の大きさ，飛び去る方向から判断したねぐらの場所を記録した．すべて

の個体が飛び去ったのは，鳴き声が聞こえなくなることによって確認した．

結果

１．ねぐら入り飛期前の行動

ツグミは日中は，果樹園内の地上で，落ちたリンゴや落葉の裏などを探索しながら採食

していた．11月から１月には１５時～16時頃，２月から４月には17時～18時頃になると樹上

に上がり，ねぐら入りを開始した．この時間帯に一度，樹上に上がった個体は，ほとんど

地上に降りなかった．地上から直接１０数ｍの樹上に上がってねぐら入り飛期に入る場合と，

まず数ｍの樹上にあがり，ここから直接ねぐら入り飛期に入る場合と，さらに数10ｍの樹

上にうつる場合とがあった．数ｍの樹上からねぐらにむかうときは，１羽が飛びたつと，

それにつれて付近のものが飛びたち，集団を形成する場合が多かったが，大きく旋回して

仲間をさそい，集団をつくってねぐらへむかうこともあった．付近で採食している個体数

が少ないときは，単独でのねぐら入り.飛期をすることが多かった．樹上に上がった個体は
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必ず，まずくちばしを丹念にぬぐい，それから脱糞し，時間をかけて羽づくろいをしてい

た．ときには羽をすいたり，翼をひろげたりすることもあり，何もしないでじっとしてい

るか，竹を左右にふるだけのときもあった．樹上では３音節か４音節でクェッ，クェッ，

クェッとよく鳴き，これは驚いたときか警戒しているときの２音節の鳴き声とは違ってい

た．樹上には殻も蝿いときでも５分，良いときには30分以上もとどまっていた．飛びたつ

ときが近づくと，この鳴き声を一届激しくだすことが多いが，飛びたつ瞬間には鳴くこと

も鳴かないこともあった．

２．ねぐら入りする集団の大きさ

ねぐらにむかって飛びたつのは，集団の場合も単独の場合もあった．観察の結果は，単

独が3881111の観察のうち1771111（46％）だったが，個体数では1502羽のうちわずか177羽

(１２％）であった．したがって，個体数でみれば，圧倒的に多くの個体が集団でねぐら入

り飛期を行なっていた．

３．照度別にみたねぐら入りする災剛や個体の観察I『'１数

ねぐら入り飛期がはじまる照度の妓大値は23,000ｌｘ､であったが，本格的になるのは照

度が10,000ｌｘ.以下になってからだった．ねぐら入りの飛測の終わる岐小照度は180ｌｘ・で

あった（図１，図２)．

４．照度の変化率別にみたねぐら入りする災川や個体の観察回数

ツグミのねぐら入りを開始させる要因として，照度の絶対値よりも，照度が変化する割

合が重要である可能性もある．そこで，ツグミのねぐら入り飛期を確認した時点より10分

前からねぐら入り飛期をはじめた時点までの照度の差を求め，各変化率ごとにねぐら入り

するツグミの集団の観察回数をみた．ツグミにとってこの10分間という時間が適当か否か

は不明であるが一応のめやすとした．ねぐらへむかう集間の観察回数および個体数とも変

化率が-2000～０の値の時に圧倒的に多く，集団単位では全体の82％，個体数では全体の

89％がこの値の時にねぐら入り飛期を行なっていた（図３，図４）．
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照度別にみたねぐらにむかう集団の観察回数．
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照度の変化串とはねぐらへむかう集団を確認した時刻の10分前からの照度の差である．

Ｆｉｇ．３．Ｎｏ．ofgroupsobservedineachrateofdccreasingilluminance．
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図３．照度変化率別にみたねぐらにむかう集団の観察回数‘
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５．日没までの時間別にみた集団や個体の観察IIJ数

１－１没までの時間は，各個体がねぐら入り飛期をはじめた時刻から１１没の時刻まで

とったものである．1-1没40分前から日没までのあいだに全体の66％にあたる個体が

入りしていた（図５，図６)．

６．ねぐらの場所

ねぐらの場所は東西南北いずれの方向にも観察されたが，ツグミがＨ中採食を行

いる場所から南方の距離の雌も近い妙徳111地へむかう個体が妓も多かった（表１）．

東方の菅平山地へむかう個体が多く，lIL11のねぐら入りの蚊大個体数が記録された．

各個体がねぐら入り飛期をはじめた時刻から１１没の時刻までの差を

Ｈ没40分前から日没までのあいだに全体の66％にあたる個体がねぐら

図６）．

ねぐらの場所は東西南北いずれの方向にも観察されたが，ツグミがＨ中採食を行なって

いる場所から南方の距離の雌も近い妙徳111地へむかう個体が妓も多かった（表１）．次に，

東方の菅平山地へむかう個体が多く，lIL11のねぐら入りの蚊大個体数が記録された．これ

は観察区域内に，多くの個体が現れたとき，ここがねぐらとして利用されることが多かっ

たからである．北側の明覚Illは，観察された採食地からの距離は遠くはないのにあまり利
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図４．照度変化率別にみたねぐらにむかう個体数．

照度の変化率とはねぐらへむかう個体を確認した時刻の10分前からの照度の差である

Ｆｉｇ．４．Ｎｏ．ofindividualsobservedineachrateofdecreasingilluminance．
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図５．１１没までの時間別にみたねぐら入りする災Ij:lの観察回数．
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用されなかった．ｌ例，２羽だけであるが，２０kｍ以上も離れた飯縄山地へむかって飛び

たった個体も記録された．

考察

ここで，ツグミがねぐら入りを開始するのにもっとも深くかかわっている要因が何であ

るかを検討する．今回，注｢Iした３つの要因，照度，照度の変化率，日の入りまでの時間

の中で，もっとも顕著な傾向が認められたのは，照度の変化率であった．すなわち，１０分

間に照度が変化する割合が-2,000から０と，比較的小さくなった時に，ほとんどの個体

がねぐら入りを行なっていた（図３，｜判４）．それ以外の２つの要因については，変化率

ほど明確な傾向はなかった．
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表１．各ねぐらにむかった集団の数および個体数．
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ツグミのねぐら入りという行動を起こさせる近接要因が何であるかを証明するためには，

野外の観察だけでなく，照度や温度などが管理された室内での実験が必要だと考えられる．

この照度の変化率が野外のねぐら入り行動に深くかかわっていたという結果は，これらの

実験室下での研究を進める上でも砿要な意味を持っているだろう．
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要約

1．ツグミのねぐら入り行動をうながす要因を明らかにするため，1992年１月12日より同年４月3011

までの合計76側間，長野県須坂市の郊外の田園地帯において，ねぐら入り飛期を観察した．

2．調査した項Iiは，ねぐら入り飛期をはじめたそのときの時刻，および照度，ねぐら入りするツグ

ミの個体数，および集団の大きさである．
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3．ねぐら入りの行動は，まず樹上にあがり，５分から30分ほど羽づくろいや休息をしていた．それ

から集団または単独でねぐらにむかうというものであった．このあいだ，ひんぱんに鳴きかわしを

行なっていた．

4．ねぐら入り飛期を単独でする場合と集団でする場合の観察個体数の比率は，１２％と88％で，圧倒

的に多くの個体が集団でねぐら入り飛期を行なっていた．

5．照度がおよそ１０，０００lx.以下になった時点で，多くの集団ないし個体がねぐら入りをはじめた．

6．照度の変化率が-2,000～０１x､の時点で，最も多くの群れないし個体がねぐら入りした．

7．日の入りまでの時間に注目すると，ねぐら入りする集団の観察回数は，日の入り60～50分前が股

も多く，個体数は，日の入り20～10分前が最も多かった．
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FactorsaffectingroostingbehaviorofDuskyThrushesn"｡dｕｓ〃αuｍａ７ｍｊ

KojirohHiranol

１studiedtheroostingflightofDuskyThrushestoshowtheenvironmentalfactorswhich

urgetheirroostingbehaviorintheruraldistrictofSuzaka，NaganoPrefecturefroml2

Januaryto30Aprill992.

1.Iobservedatotalofl,502birdsflytotheirroostinggrounds388times､４６％oftheflights

weresingleflightsand54％weregroupflights,containingis１２％ａｎｄ８８％oftheobserved

individuals，respectively、

2.DuskyThrushesstartedtoflytotheroostinggroundsaftertheyflewupontoatreefrom

theground,emittedaroostingcallofthreenotｅｓａｎｄｔｈｅｎｓｔａｇｅｄｔｈｅｒｅｆｏｒ５～３０minutes

beforeflyingaｗａｙ、

３．Mostgroupsandindividualsstartedtoflytotheroostinggroundswhentheambient

lightilluminancewasunder１０，０００lx、ａｎｄduring-2,000～０lx.／１０ｍin・ｒａｔｅｏｆｄｅ‐

creasingilluminance，

４．Groupsusuallyflewtoroostinggrounds50～６０minutesbeforesunset，andindividuals

lO～２０minutesｂｅforesunset、

１．Ｍｙｏｔｏｋｕ２３－１０,Suzaka-shi，Nagano３８２


